
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和　７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○家庭学習の習慣化 ○「学年にあった時間、家での勉強が
できている」と回答する児童80％以上

・「家庭学習がんばろう週間」を年間３
回行い、各学級から児童へ家庭学習の
取組を推進し、学び通信にて保護者へ
の啓発を.行う。家庭学習においても、タ
ブレットPCを積極的に活用していく。

A

・全職員が目的を共通理解した上で「家庭学習が
んばろう週間」を行うことができている。達成した
い内容を明確にした振り返りシートにしたことで、
児童の意欲も向上している。学び通信を定期的
に発行することで、家庭学習に対する保護者の
協力も得ることができている。

A

・「学習がんばろう週間」を継続して実施し、よりよい家
庭学習習慣が定着してきた。アンケートでは、「学年に
あった時間、家での学習ができている」と回答している
児童は84％、家庭学習の定着のための指導・手立てを
とっていると回答した教員も100％であった。今後は家
庭学習の質を高めていくことにも力を入れたい。

A

・家庭学習の取組が継続しており、児童が集中し
て取り組む良い習慣となっている。
・「ノーゲームデー」や「学習がんばろう週間」が効
果的に機能している。
・わかりやすい時間設定で、保護者も取り組み状
況を把握しやすい。

学力向上CO
学びづくり部

●学力の向上

○児童の主体的な学びにつながる授業
づくり
　

○授業の最後に振り返りをすることで
次時の学習につながったと思う教師
80％以上
○ﾀﾌﾞﾚｯﾄを使うことで、楽しく学習でき
たと思う児童80％以上

・１単位時間の終末に振り返りの場の
設定を行い、分かったこと、身に付いた
こと、友達の考えの良かったところ等を
書かせることで、自分の考えを広げたり
深めたりすることができるようにする。
・調べ学習やまとめる活動、個々の考
えを交流する場面等で、一日に１回以
上タブレットPCを活用させる。また、効
果的な活用方法について職員のスキル
アップを図るための研修を行う。

B

・授業の最後に振り返りを行い次時の学習に
つなげることができたと回答した教師は90％
以上であった。また、タブレットを使うことで楽
しく学習することができたと回答した児童は
95％以上であった。
・基礎基本の習熟場面でのタブレットPC活用
はできている。しかし、児童の主体的な学び
につながるような場面での活用に課題があ
る。学力向上につながるような活用につい
て、職員のスキルアップを図っていきたい。

A

・授業の最後に自分自身の学びの振り返りをする
ことで、児童が学びを深めたり次時への意欲をも
つことにつながった。また、教師も意識して授業を
組み立てていくことにつながっている。
・アンケートで「授業でタブレットを使うことで学習
内容の理解が深まった」と回答した児童は99％で
あった。「タブレットPCを授業の思考を深める場面
で活用している」と答えた教師は80％であった。
児童がより主体的に学ぶことができるように、タブ
レットを効果的に活用できる方法を探り実践して
いくことが求められる。

A

・タブレット活用によって、学習理解が深ま
り、児童が楽しく主体的に学べている。
・複数の教師による授業や穏やかな授業雰
囲気が確立されている。
・教職員の子どもたちへの対応が丁寧で、信
頼関係が強い。

学力向上CO
学びづくり部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○道徳教育に関する以下のアンケート
において肯定的な回答をした児童生徒
90％以上
・自分やまわりの人の命を大切にしてい
ると思う。
・人には親切にしたいと思う。

・心タイムで心の木カードや構成的エン
カウンターに取り組むことで、自尊感情
を高めたり、他者への思いやりの心を
育てたりする。
・「生命の尊さ」「親切、思いやり」の内
容項目を道徳科の重点項目とし、道徳
科の授業づくりに関する校内研修等を
実施する

A

・アンケートにおいて「自分やまわりの人の命を大
切にしていると思う。」９０％、「人には親切にした
いと思う」９７％だった。心タイムの活動を通して、
自分や友達のよさに気づいたり、自信をもったり
する児童が増えた。その結果、自分やまわりの人
を大切にしようと思う気持ちが育まれている。
・自分やまわりの人の命を大切にするとはどうい
うことかを、引き続き道徳科の授業等で考えを深
めたい。

A

・アンケートにおいて「自分やまわりの人の命を大
切にしていると思う。」85％、「人には親切にした
いと思う」92％だった。中間評価から数値は減っ
てはいるものの、「どちらかといえば思う」の児童
も含めると98％、99％となっており、高い水準で、
目標を達成していると言える。次年度も新しい取
り組みを随時取り入れ、目標達成を目指してい
く。
・「生命の尊さ」の学習を全学年で取り組み、生命
を大切にする気持ちを高めることができた。

A

・子ども同士の思いやりが深く、上級生が下
級生を自然に助ける姿が見られる。
・心のアンケートなど継続した見取りが適切
に行われている。
・「命の教育」や日頃の道徳指導が児童の内
面に根づいている。
・少人数で温かい学校文化があり、学年を超
えた仲の良さが特色となっている。

研究主任
学びづくり部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等についての組織的対応
ができていると回答した教員95％以上

・毎月１回行う「心アンケート」の結果や
気になる子の情報を生徒指導連絡会で
全職員と共有する。
・SCや地域の方を含めた、いじめ防止
対策委員会を行う。

A

・いじめの早期対応のため、月１回の「心アンケート」の
結果と気になる子の情報を毎月全職員で共有した。そ
の結果、いじめ防止等について組織的対応ができてい
ると答えた職員は100％であった。
・いじめ防止対策委員会を実施し、SCや地域の方とも
共有することができている。

A

・職員アンケートの結果は100％。２学期も毎月の心ア
ンケート結果や気になる子の情報交換を行った。他学
年の情報も得ることができ、全職員で全学年を見守り
対応することができた。
・ＳＣのアドバイスなどにより早期対応ができ、不登校
の児童はいない。全児童が元気に登校することができ
た。

A

・いじめの早期発見・早期対応が迅速で、全
職員の連携が機能している。
・不審者対応など危機対応のスピードが確保
されている。

生徒指導主任
教育相談主任

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・学校行事や学級活動で、児童が活躍
する場を設定し、頑張っている児童を称
賛する。
・マナー教室やキャリアパスポートの振
り返りを通して、発達段階に応じた夢や
目標が具体化できるようにする。

A

・様々な行事の中に児童が活躍する場面を意図
的に仕組み、成功体験を積ませることができてい
る。「先生からよいところを認められている」「将来
の夢や目標をもっている」と回答した児童は、そ
れぞれ95％以上であり、マナー教室をはじめとす
る様々な活動を通した体験の成果が表れてい
る。

A

・アンケートでは「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童は99％、「将来の夢や
目標をもっている」と回答じた児童は97％であった。な
りたい自分の姿をイメージし、その実現に向けて主体
的に行動する児童が増えた。多くの児童が自信をもっ
て様々な活動に取組むことができた。

A

・体育大会での目標発表など、夢や目標をも
つ取組が児童の意欲づくりに効果的である。

学びづくり部

●「望ましい生活習慣の形成」
●「健康を考えて行動できる能力の育
成」

●「昼休み外で元気に遊んでいますか」
について肯定的な回答をした児童生徒
90％以上
●「健康は何より大切だ」「保健で学習
したことを、自分の生活に活かしてい
る」と答えた児童生徒85％以上

・晴れた日は外遊びを推奨する。
・保健・運動委員を中心に遊びの企画
や運営を行い、運動やスポーツに取り
組む機会をつくる。
・学級活動や保健の授業で健康につい
て取り上げ、自身の生活を振り返る時
間をつくる。

B

・運動やスポーツに取り組むよう、スポーツチャレンジ
への参加を呼び掛けたり、なかよしタイムを実施したり
した。暑さも関係したせいか、昼休みに外で元気に遊
んでいる児童は79％となった。
・「健康は何より大切だ」と答えた児童は99％、「保健で
学習したことを、自分の生活に活かしている」と答えた
児童は75％であった。後期も継続して、健康について
考える時間をつくっていきたい。

A

・全校遊びやスポーツチャレンジへの取り組みにより、
昼休みに外で元気に遊んでいる児童は86％と増えた。
・前期同様、学級活動や保健の授業で健康について取
り上げ、自身の生活を振り返る時間をつくことができ
た。「健康は何よりも大切だ」と答えた児童は100％、
「保健で学習したことを、自分の生活に活かしている」と
答えた児童は99％と増えた。今後も継続していきたい。

A

・運動場で活動する子どもたちの姿が多く、
体力向上の成果が見られる。
・スポーツチャレンジや縄跳び・ドッジボール
などで成果を残している。
・規則正しい生活習慣づくりに継続して取り
組めており、授業への集中につながってい
る。

体育主任
仲間づくり部

●「望ましい生活習慣の形成」 ○学年に応じた就寝時刻を守る児童の
割合85％以上

・月1回の保健だよりや長期休業前の生
活の話などを通して、基本的生活習慣
の大切さ（家庭での過ごし方）を啓発し
ていく。

A

・保健だよりや長期休業前の話で啓発し、望ましい生
活習慣が向上している。「早く寝ることができている」児
童は85％だった。「早寝早起き朝ごはん」を行っている
保護者は90％だった。早起きの実態把握が不十分な
ため、実態把握をし、継続して啓発をしていきたい。

A

・保健だよりや長期休業前の話、学級指導で啓発し、望ましい生
活習慣が向上している。学校生活アンケートの「早く寝ることが
できている」と答えた児童は93％で目標を達成することができ
た。前期より増えていたため、児童や保護者への意識は確実に
定着している。今後も継続して家庭へと啓発していく。

A
・登校時刻の指定が、生活リズムの改善や
安全確保につながっている。
・早寝早起き朝ごはんの習慣が概ね定着し
ているが、家庭によっては課題もある。

生徒指導主任
養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・18：30までの全職員退勤と毎週金曜
日の定時退勤日を周知徹底し、毎日
18：00に言葉掛けを行う。
・月に１回、職員の意識調査をアンケー
ト形式で取ることで状態を把握するとと
もに、業務の効率化について職員全体
でアイデアを出し合い、考え、実行し、
業務改善を図る。

B

・1学期は職員間で声をかけあい、18時までに退
勤することができていた。しかし、2学期は学校行
事、授業参観、通知表作成等が重なり、定時退勤
の徹底ができなかった。
・月に１回のアンケートにより、業務の効率化を意
識づけることができた。今後も継続していきたい。
・夏季休業中は職員研修等の効率化を図ること
で、ほとんどの職員が連続して年休を取得でき
た。

A

・業務記録を昨年度の同時期と比較したところ、時間外
在校時刻は平均で6分増えた。これは、業務の偏りや
新しい分掌を担当したこと等が理由と考えられる。月毎
に分掌事務、年間計画等を検討したが、次年度への課
題といえる。
・年次休暇については、平均12,69日となり、昨年度より
2日増やすことができた。これは、大きな成果と考える。
しかし、極端に休暇取得が取りづらい職員もいるので、
継続して行事、分掌事務等の見直しを行っていきた
い。

A

・教職員の業務効率化が進み、時間外勤務
削減に一定の成果が見られる。
・勤務時間管理は難しいが、昨年度から取得
休暇が増えるなど改善が見られる。

・子どもたちとの関わりが減らないように配慮
しながら業務改善を進めてほしい。

教頭

○働きやすく、疲労蓄積の低減を目指
した働き方改革の推進

○「疲労蓄積度自己診断チェックリスト」
での「負担度　やや高い」職員の割合
15％未満

・朝の健康状態に加え、退勤予定時刻
を出勤時に記入し、見通しをもって業務
に取り組み、効率化を図る。 B

・月に1回のアンケートでは「働きやすさ」はほぼ９０％を
超えているが、「心と体」の健康度は月によって９０％に
届かない時があった。睡眠不足によるものが多かった
ので、今後も業務改善を図っていきたい。

A
・職員によるアンケートでは行事が立て込むことで体の
面では疲労感を覚えるが、充実感が高いという意見が
多かった。また、業務改善についてもアンケート内で意
見を出し合い、自分事として取り組むことができた。

A
・疲労蓄積やメンタルヘルスの実態がよくわ
からないので評価が難しい。可視化が必要
である。

教頭
養護教諭

●特別支援教育の充実
○一人ひとりの教育的ニーズに応じた
指導・支援の充実

○配慮を要する児童の指導・支援に取
り組んでいると回答した教員95％以上

・年４回、職員研修を行い、必要な指
導・支援について共有する。 A

・「配慮を要する児童の指導・支援に取り組んで
いる」と回答した職員は１００％で、情報交換をし
ながら全職員で取り組むことができている。

A
・低・中・高学年で、配慮を要する児童についてよ
り良い支援について考え、実践できた。アンケート
結果も、取り組んでいる教員は１００％だった。

A
・一人ひとりに応じた指導・支援が行き届いており、配慮が必
要な児童への職員全体での対応が徹底されている。
・教室環境や作品掲示など、特別支援を含めた環境づくりが
丁寧である。

特別支援教育CO

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域教材の活用
（「次郎の里」教育の実践）

○「千代田の町や人が好き」と回答する
児童95％以上

・次郎週間や下村湖人生家一日体験学
習を設け、地域の人材を活用しながら、
次郎に関する学習を各学年で行う。 A

・アンケートにおいて、「千代田町や人が好
き」と回答した児童は、９５％以上だった。次
郎週間での取組や総合的な学習の地域学
習等で千代田町の良さにふれることができて
いる。

A
「千代田の町や人が好き」と回答した児童は、９
８％だった。下村湖人生家学習では今までとは
違った内容の学習や体験活動ができた。来年度
も、もっと他に地域のよさがないか、調べさせる。

A
・下村湖人の学習を通して、地域への誇りを
もつ児童が多く、地域理解が深まっている。
・地域の願いや歴史を伝える教育を今後も継
続してほしい。

教務主任
学びづくり部

○「白鳥蘆花に入る」の精神が生きるボ
ランティア活動等の体験活動の充実

◎ボランティアパスポート１冊以上
100％
〇進んで元気なあいさつをする児童
90％以上

・各学級でボランティアのめあてを決
め、児童が自主的に取り組むようにす
る。
・年間の生活のめあてとして「あいさつ+
２」を掲げ、進んで元気なあいさつが飛
び交う学校を目指す。

A

・登校中のゴミ拾いや校庭の草取りなどの活動を
通してボランティアへの意識が高まり、「進んでボ
ランティア活動をしている」と回答した児童は、
93％となった。
・「進んであいさつ+２に取り組んでいる」と回答し
た児童は、95％だった。

A

・ボランティアパスポート提出率100％、「進んでボ
ランティア活動をしている」と回答した児童は、
91％となった。
・２学期にあいさつ週間を実施した。「進んであい
さつ+２に取り組んでいる」と回答した児童は、
96％だった。

A

・「白鳥蘆花に入る」の精神を生かしたボラン
ティア活動が活発である。
・登校時のごみ拾いが児童の自主的な取組
として浸透している。

仲間づくり部
ボランティア

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

○地域の特色を生かし
た教育
   （仲間づくり）

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 神埼市立千代田東部小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・教職員・児童・保護者・地域が連携し、学校全体で互いを支え合う温かな雰囲気づくりを進めることができた。児童アンケートでは「千代田町の町や人が好き」「学校は楽しい」と回答した児童がいずれも98％と高い割合を示しており、子どもたちが安心して過ごすことのできる、誇りある
学校づくりが着実に推進されていると評価できる。
・多くの児童が読書習慣を身に付けており、今後は読書内容の質を高めるとともに、継続して読書に親しめる環境づくりを進める。家庭学習では宿題への取り組みは定着しているが、主体的に学習内容を選択する態度や自主学習の質の向上を図る必要がある。次年度は、読書の習
慣化に向けた働きかけを継続するとともに、児童が自ら課題を設定し主体的に学べるよう、指導の工夫をさらに進める。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「『夢に向かって、気づき・考え・行動する』児童の育成」の目標達成に向け、学力向上対策、ボランティア活動の取組、マナー教室等を実施することができた。その結果「自らの夢や目標を実現に向けて努力する」児童99.1％、「自分にはよいところがある」児童100%というアンケート結
果で、前年度よりも上回ることができた。向上心や自己肯定感の伸びがみられ、今年度も維持できるように取組を継続していく。
・家庭学習の習慣化については、「家での勉強ができている」児童95.5％であった。次年度も家庭での生活習慣と併せ、さらに定着できるよう保護者にも積極的に働きかけていく。また、１人１台端末の活用も、学校だけでなく家庭への持ち帰りも増え、定着してきた。今後さらに、効果
的な活用方法を模索し、学習意欲や学力の向上へとつなげていく。

２　学校教育目標 「渾身勉学」「白鳥蘆花に入る」
　　　～　夢に向かって、気づき・考え・行動する児童の育成　～

３　本年度の重点目標

・自己肯定感をもち、自分を律することができる児童の育成

・思いやりと協力の心をもち、ふるさとを愛する児童の育成

・自己実現に向け、学びに向かう児童の育成


